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　　問 　題 　提 　起
Ⅰ 　基 　調 　講 　演
問　題　提　起
コーディネータ
早稲田大学 商学学術院教授　長谷川　惠一
　こんにちは。ご紹介いただきました長谷川でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
　本日、私のほうは、これからお話しいただく 3 名の先生方の前座を務めるという形で、今回の
フォーラムの論点の方向性などについて少々ご説明を申し上げたいと思っております。
　お手元に縦置きのこちらの「商学学術院における観光教育研究の取り組み」というのがござい
ます。それは後ほどご説明申し上げますので、まずはスライドのほうでお話を進めさせていただ
きます。
　本日、3 名の先生方にご講演をお願いしておるのですけれども、前提条件につきまして、もは
やこちらにいらっしゃる専門家の皆様方は重々ご承知のことだとは思うのですが、何しろ大学の
場合、学生にも聞くようにと案内を出しておりますので、その前提知識についても一たん整理し
ておいたほうが学生にとっては聞きやすいだろうということで、既にご承知のことだとは思うの
ですが、少し説明させていただきます。
　まず、武井所長からもご説明申し上げましたとおり、早稲田大学商学学術院という組織がござ
います。こちらは今申し上げた配布資料をちょっとご覧いただきたいのですけれども、0 番とい
うところで組織が説明してあります（資料 1）。学術院というのは本学独特の言い方でございま
して、どういうことかといいますと、学部と大学院、それと研究所の同じ学問系統のものをくく
った組織であります。
　それを学術院といっておりまして、例えば私どもは商学学術院、法学部と大学院の法学研究科
とロースクールの法務研究科、こちらを合わせて法学学術院というような言い方をしております。
その中で、商学学術院には、商学部、それから、大学院がいくつかございます。それとこちらの
産業経営研究所を含めた商学学術院総合研究所がございます。
　次に、1 番と書いてあります。これから箇所ごと、学部とか大学院ごとにどのような取り組み
をこれまでやってきたのかについてご説明申し上げます。
　まず、商学部におきましては、ツーリズム産業論という科目を社団法人日本ツーリズム産業団
体連合会からの寄附講座として、2007 年度より設置しております。これは 2012 年度まで引き続
き 6 年間設置する予定でございまして、今年度より寄附をいただいている社団の組織改変、統合
がございまして、名称が社団法人日本観光振興協会となりましたが、来年度まで行う予定でござ
います。そして、私が授業の担当者ということになっております。
　授業につきましては、1 つめの例は、1 枚めくっていただきますと、今年度は東日本大震災関
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連でいろいろ事情があったのですけれども、本日パネリストとして第 1 番目にご登場いただきま
す首都大学東京の本保先生に 5 月 12 日から来ていただいて、以降、8 月までの授業の予定がこ
のようになっております。通常はこの前に一たん私がガイダンスをし、最後の時間帯にテストを
行うというパターンでやっておりますが、今年度の前期は 13 回の授業でということになりまし
たので、そのあたりは、ウェブ上のテストの仕組みが早稲田大学はございますので、適宜小テス
トをやったりしながら、補いながらやっているという状況であります。
　2 つ目は、大学院の商学研究科の専門職学位課程ビジネス専攻の夜間の社会人向けのコースが
あるのですが、そちらに今日 3 番目にご登場いただく太田先生が主としてコーディネートしてい
ただいているル・コルドン・ブルー社からの寄附講座、「グローバル・サービスビジネス」とい
うテーマの講座がございます、そちらの中でホスピタリティー・マネジメントという科目を設置
いたしまして、これも週に 1 回、社会人向けの授業でやっております。
　こちらにつきましては、資料の裏面で大まかなキーワードだけ挙げておりますが（資料 2，3）、
このようなことを 1 コマ 1 コマトピックごとに授業を担当していただいている――私 1 人ではと
ても広範な話になりますので、こちらには非常勤の先生、もしくは招聘講師の先生方においでい
ただきまして、授業を担当しております。これが 2006 年度からで、今年度まで少なくとも続い
ております。来年度も方向性としては考えております。
　3 番目は、先ほど武井所長からご説明ありましたように、昨年 10 月 1 日より本年 3 月 31 日ま
での半年間ではございましたけれども、この期間にわたりまして、観光庁からの関連において、
財団法人日本交通公社からの産学官連携による観光産業の人材育成に関する業務を受託しまし
て、観光産業の人材育成のための産学共同研究を研究課題として、企業との共同研究を実施いた
しました。
　本日 2 番目にご登壇いただきます越智先生には、当時、近畿日本ツーリスト株式会社の専務と
していろいろご協力いただいております。その研究のグループにつきましては、下の表が概要と
なっておりまして、それぞれこのグループが右側の数字に出ていますようなケースを作成いたし
まして、これが観光事業における人材育成のケースとして使えるかどうかということを点検し、
また、2 月 18 日にこの教材を使っての学生向けの授業をやりまして、おおむね好評だったとい
うことをまずご報告申し上げます。
　こういった商学学術院の取り組みがございまして、先ほど武井所長からお話がありましたよう
に、これを私ども大学、商学学術院だけではなく、少し広く知見を共有してはどうかということ
でお話をいただいたのが今回のフォーラムのきっかけであります。
　全体的な流れだけ学生諸君のために申し上げておきますと（シート 3）、観光立国推進基本法
が 2006 年 12 月 13 日に成立しまして、2007 年 1 月 1 日に施行されました。この観光立国推進基
本法に基づきまして、観光立国推進基本計画を 2007 年 6 月 29 日に閣議決定しまして、その中で
観光立国の実現に関する目標が掲げられております。これにつきましては、後ほど本保先生から
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　　問 　題 　提 　起
Ⅰ 　基 　調 　講 　演のお話があるかと思います。
　2008 年 10 月 1 日にご案内のとおり観光庁が発足いたしました。いよいよ観光立国ということ
になりますので、これを当初は今回のフォーラムのテーマにいたしました。これまで先ほど私が
申し上げましたツーリズム産業論の授業、もう今年で 5 年目になりますが、立場上、私も皆勤賞
をもらえるぐらい毎回出ておりますので、そこでいろいろ勉強した結果、まずは、観光産業は平
和産業であるということを皆様口々におっしゃっております（シート 4）。
　なぜかと申しますと、この後、先生方の資料に出てきますが、例えば 9.11 のテロがあったり、
SARS（重症急性呼吸器症候群）があったり、そういったことによって観光客はすごく減ってし
まう。とりわけ日本はそういったナーバスな傾向が強いというお話もあります。したがいまして、
やはり平時でないと観光産業というのはなかなか難しいのだというお話を異口同音に伺っておっ
たわけです。
　ただ、それが平時であれば昨年と今年にかけて観光立国推進基本計画の目標値に向かってとい
うことであったのですけれども、3 月 11 日に東日本大震災が起きてしまった。では平時でない
から観光産業というのはだめなのか、というような話にもなるかもしれません。ただ、そうでは
ないだろうというのをちょっと今回思いまして、この関係をどう考えていったらいいのかなと考
えています。
　つまり、観光産業というのは平時でないとあまりお客さんが来てくれないのですよねという話
だけで終わらせてしまうのか、いやいや、平時ではなくて、ある意味で非常時ではあるけれども、
観光といった事業、産業を踏まえながら、何かしらできるのか、そういったところを考えてみる
ことによって、観光の意義といったものを改めてもう一度考えられるのではないかということで、
今回テーマを変更いたしました。それが「観光による復興への提言」ということでございます。
　パネリストおよび報告テーマもご来場の皆様にはご存じのとおりでありますし、こちらに書い
てあるとおりでありますので（シート 5）、改めて繰り返しはいたしませんけれども、本保先生
からはこれまでのご経験を踏まえた上での政策面から、越智先生からは特にリスクマネジメント
をこれまで実践面でやっていらっしゃったので、そのご造詣の深いところからお話をいただきた
いと思います。それから、太田先生にはデスティネーション・マーケティング、地域力、あるい
は現場での活力といったものがどのようなところから盛り上がってくるのかということを含めて
お話しいただければと思います。
　そこで、本日は、観光産業が震災による被害の復興、震災と災害ということです（シート 6）。
その復興に貢献するのかどうかということを考えると同時に、それだけではなくて、観光産業に
とっての役割といったものは一体どのようなものがあるのか。これは平時の場合も含めても少し
考えてみる必要があるのかなと考えます。それで改めて、繰り返しになりますけれども、観光産
業、あるいは観光事業といったものの意義を考えられるのではないかということでございます。
　今回のお話をそれぞれキーワードを中心にして 3 名の方にお願いしておるのですけれども、本
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日、皆様のお手元にお配り申し上げている資料を私もちょっとスキャンしたところ、大体大まか
なところを申し上げられるかと思います。シート 7 で論点のレベルを整理したいと思います。
　まず、今や観光はグローバルだというお話があります。確かにグローバルでいろいろな取り決
めがあったり、あるいは全体的なルールがあるかと思います。それは地球規模で全体で決まって
いること、例えば一般的によく申し上げられるのが、飛行機については、無線は英語でやるとい
うのが多分ルールになっているかと思います。それ以外にも航空事業ではいろいろルールが決ま
っているところがあるかと思います。
　ただ、それだけではなくて、二国間あるいは三国間での国際協力、協定ということもございま
す。それはインターナショナルなレベルなのかもしれません。
　そこまでいかなくとも一国の中での政策としての観光ということも考えられるかもしれませ
ん。そうすると、これはドメスティックなレベルとなります。
　そして、さらに一国の全体のレベルだけではなくて、それぞれの産業界、例えば宿泊とか運輸
という直接観光事業に携わるところと、あるいは間接的に観光に携わっている産業界というのも
あるかと思います。そういったものも含めて産業界の方向性とか方針というのがあるかもしれま
せん。
　そして、それを踏まえた上で、恐らく一企業が戦略的に、あるいは長期的なビジョンというも
のをもちながら動いていくのだろうと思います。さらに、そこで働いている人たち、あるいはそ
の顧客、消費者といったレベルでの大まかに申し上げると大きいレベルから個人レベルまでとい
うレベルから観光について話をすると、思い当たるところがあるかと思います。ただ、本日は、
3 名の先生方のレジュメを拝見いたしますと、このあたりのお話も出てくるのですが、観光産業
界のレベルを中心にしながら、政策など少し俯瞰的なお話をしながら議論していきたいと思いま
す。
　ですから、一企業がどのように動くべきなのかとか、我々消費者とか企業内の一人一人がどう
するとかというお話はあまり今日はなさらないという前提で皆様お聞きいただければと思いま
す。ですから、学生諸君も、経済・産業というコースが商学部にありますけれども、観光産業界
を中心としながら国の政策等も踏まえて、あるいは世界的な動向も踏まえた上でのお話があって、
あまり個人的にこの間どこどこの観光地に行って○○がおいしかったとか、この間どこどこの旅
館に行ったときにサービスがよかったとか悪かった、そういったレベルのお話は今回は出てこな
いということを学生諸君には踏まえておいてお話を聞いてもらえればと思います。
　もう 1 点、ツーリズム産業論という授業を私も今年度担当しておるのですけれども、どうやら
学生諸君はこのあたりが――ご専門の皆様には当たり前のことではあるのですが――なかなかわ
かりづらいということで、整理しました（シート 8）。こちらは旅行者の在住地の区分になります。
日本の在住者と海外の在住者、それと日本国内を旅行するのか、日本の国外、海外を旅行するの
かという形で、4 つの象限に分かれます。
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　　問 　題 　提 　起
Ⅰ 　基 　調 　講 　演　インバウンドとアウトバウンドというお話がよくこれからお話の中で出てきますので見ていた
だきたいのは、まずは日本にいる人が日本国内を旅行するのは、これはドメスティックで国内消
費のお話、国内旅行で国内消費と同じ経済効果があるかと思います。それに対して、我々日本の
在住者が海外に出かけると海外旅行になります。それは輸入と同じ経済効果があるはずです。
　海外の在住者が日本に来るとこちらになります。外国人の訪日旅行、インバウンドといいます。
ですから、日本の在住者が海外に行くとアウトバウンド、海外の在住者が日本国内にやってくる
とインバウンドという言い方をします。それぞれインバウンドは海外からの人がお金を落として
いってくれるので、輸入と同じ効果、アウトバウンドは輸出と同じ効果があるという話です。
　もう 1 つはここです。海外の人が海外に行く。日本には関係ないかもしれませんけれども、例
えば日本のトラベルエージェントが海外で、例えば中国でアメリカ行きの切符を売るとかという
ことになってくると、このあたりになってきます。今年の 5 月あたり、そういったのを中国の政
府が許可したなんというニュースも出ていましたけれども、そういったことがあるかもしれませ
ん。
　この 4 つを、インバウンドとアウトバウンドという言葉、あとドメスティック、それといわゆ
る三国間貿易と同じ効果の他国間交流という、この 4 つの考え方、区分けというのを少し頭に入
れておいていただいて、これからの先生方のお話を学生諸君は聞いてもられえばと思います。
　先ほど申し上げましたように、観光産業が震災からの復興に貢献するのかどうか、あるいは観
光産業にどういった役割が期待されるのか。
　少し時間を超過いたしましたけれども、私の問題提起はこれまでとさせていただきます。ご清
聴ありがとうございました。
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